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Ｉ。はじめに
日本のような湿潤な気候下で，しかも有機質に富む土壌中には外骨格がキチン質からなる昆虫化

石（昆虫遺体ともいう）が普遍的にかつ多数保存されている。また昆虫は花粉や珪藻化石のような
古生物資料にくらべ死後の移助が少ないことから，遺跡周辺の古環境の復元に有効である。筆者は
これまでに愛知県内外の遺跡の調査を通じて多くの昆虫化石を抽出し，古環境復元に役立つ指標性
昆虫の特定と分析を試みてきた（森：１９８８，森：１９８９，森ほか：１９９０，森：１９９２，森ほか：１９９２，
森は尤ｐ：１９９３）。小論では遺跡を埋積した地層の層相，昆虫および珪藻化石等の調査・分析結果よ
り，先史～歴史時代における古環境変遷の概略について紹介する。

ＩＩ。試料および分析方法
本論で扱う遺跡は，富沢遺跡（宮城県仙台市；旧石器時代を中心に古墳時代まで）・松河戸遺跡

群（愛知県春日井市；縄文時代中期～江戸時代）・朝日遺跡（愛知県清洲町ほか；縄文時代中・後
期～中世）・池ケ谷遺跡（静岡県静岡市；縄文時代晩期～平安時代）の４遺跡（群）である（図１）。
富沢遺跡における分析試料は，第３０次調査Ⅲ区東端の柱状サンプル（４層～３０層）から主にブロッ
ク割り法によって抽出した１１１１：料，旧石器時代の地層（２５層～２７層）中より整理作業の過程で水洗選
別された試料の２試料である。富沢遺跡の遺物包含層の放射性炭素年代は，２６層および２７層中の樹
木の年代で１９，５００±５６０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＧａＫ-１３７６９）～２３，８７０±８６０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＧａＫ-１３７７０）の間の１１点の年代
値が得られている。
松河戸（隣接する町田・勝川の両遺跡を含む）
・朝日・池ケ谷の３遺跡における昆虫分析試料の

採取層準とその相対年代については表１～表３に，
その放射性炭素年代については表４～表６に示し
た。なお，各遺跡の相対年代はすべて出土した考
古遺物によっている。またそれぞれの遺跡の分析
試料採取地点における地層断面図（地質柱状図）
は図２～４に示した。
昆虫化石の抽出は，ブロック割り法に泡沫浮遊

選別法を併用して行なった。昆虫の検出にあたっ
てはアサヒベンタックス単眼顕微鏡（２０倍）を利
用し，実体顕微鏡下でクリーニングののち，一つ
ずつの節片について筆者採集の現生標本，および
大阪市立自然史博物館・国立科学博物館の現生標

５９ -

図１．昆虫分析試科の採取遺跡
１ ． 富 沢 遺 跡 ２ ． 松 河 戸 遺 跡 群
３ ． 朝 日 遺 跡 ４ ． 池 ケ 谷 遺 跡



表１．松河戸ｉａ跡群の昆虫分析試料採取場所およびその相対年代（数字は湿潤重量）
松 河 戸 遺 跡

（ＱＡ，Ｅ，６３Ａ，８９１）ｃ，９１Ａｂ，Ｂ）

町 田 遺 跡

（６２Ａ，Ｂ）

勝 川 遺 跡

（（５２Ｆ，６２Ａ〉

江戸時代後期 灰白色Ｓ／ルト層（１００Ｋｇ）
江戸時代前期 黒灰色Ｓ／ルト層（８５Ｋｇ）
鎌 倉 時 代 暗灰色Ｓ／ルト層（８０Ｋｇ）
平 安 時 代 灰白色砂質Ｓ／ルト層（６０Ｋｇ 腐植質シルト層（６０Ｋｇ）
奈 良 時 代 黒灰色Ｓ／ルト層（１２０Ｋｇ）

古 墳 時 代 黒灰色Ｓ／ルト質粘土層（８０Ｋｇ） 腐植質Ｓ／ルト層（８５Ｋｇ）
弥生時代後期 腐植質Ｓ／ルト暦（６０Ｋｇ）
弥生時代中期 黒灰色Ｓ／ルト層（２０Ｋｇ）
縄文時代晩期 暗灰色腐植質Ｓ／ルト層Ｇ５０Ｋｇ）
縄文時代後晩期 黒灰色腐植質シルト層（１０Ｋｇ）
縄文時代中期 泥炭質シルト層（１４０Ｋｇ） 泥炭質Ｓ／ルト層（１００Ｋｇ）

表２．朝日遺劾；の昆虫分析試料採ＪＩ叫１所およびその相対年代（数字は湿潤重量）
縄二文：中後期

腐植質Ｓ／ルト
～泥炭層

弥生中期

暗灰色
Ｓ／ルト層

智謀題凱

暗灰褐色
長話ト層

！ｓａ；生後期
～古墳

暗灰色
Ｓ／ルド層

古墳

暗褐色
シルト層

中世

灰色
粘土層

６３Ｂ区旧河道堆積物 １０５Ｋｇ １１５Ｋｇ

６３Ａ°区溝堆積物 ４０Ｋｇ ６鸚婁 ８０Ｋｇ
６３Ａ旧河道堆積物 ２４０Ｋｇ

表３．池ケ谷遺跡の昆虫分析試料採取場所およびその相対年代（数字は湿潤重量）
地 層 名 層 相 時 代 １／２区 ６ 区 ７ 区
Ｃ 層 灰白色１／ルト層 ９．４Ｋｇ

Ｄ Ｉ - １ 層 泥炭層 ２６．４Ｋｇ

Ｄ Ｉ - ２ 層 泥炭層 ２６．４Ｋｇ

Ｄ Ⅱ - １ 層 泥炭層 ２８．４Ｋｇ

Ｄ ｎ - ２ 層 泥炭層 ２２．９Ｋｇ

ＤⅢ層水田 灰褐色粘土層 平安時代前期 ２３４．８Ｋｇ

ＥＩＶ層 灰白色Ｓ／ルト層 ５６．４Ｋｇ

Ｆ Ｉ - １ 層 泥炭層 ３７．３Ｋｇ

Ｆ Ｉ - ２ 層 泥炭層 ２７．９Ｋｇ

Ｆ［Ｉ層水田 黒泥層 弥生後期～古墳時代 １７０．８Ｋｇ

Ｆｒｖ層水田 黒泥層 ８．６Ｋｇ

Ｇ □ 泥炭層 縄文時代晩期？ ３１．３５Ｋｇ

- ６ ０ -



表４．松河戸遺跡群における分析試科の放射性炭素年代偵

６暗灰色砂質シルト層
５凧褐色粘土層
４青灰色シルト層
３暗灰色腐植質シルト層
２青灰色粗粒砂層

-１４．００ｆｎ

４・町

２２８０±８０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｘ-ＩＳ４３Ｂ）木片
２３８０±８０．Ｂ．Ｐ．（ＧａＫ-１５４３７）木片縄文時代晩期分析試料採取層準
３０５０±１１０．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１５４３６植シルト縄文時代晩期分断試料１采１双層準
２８５０±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＧａＫ-１３８２１）腐植質シルト
２８７０±１１０．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３５２５繩文時代後・晩期分折試料採取層準
３１２０±１２０．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３５２１腐植シルトテフラ（ＭＴ）降灰層準
３７６０±１５０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｘ-１５４３５〉腐植質シルトテフラ（ＭＴ）降灰層準直下

３１２０＝ｔ１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．くＧａＫ-１３８１０）腐植質シルト

３７７０±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＧａＫ-１３８１１）木片

４４００±１００ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＧａＫ-１３８０９）腐植質シルト

４４７０±１３０．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８０８

４６４０±１３０．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８０７

５０００±１００．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８０５゛

５２６０±１００．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８０６木

テフラ（ＭＴ）降灰層準

縄文時代中期分１斤試参１１采取層準ＩＩ
縄文時代中期分析試料採取丿琶準ｎ
縄文時代中期分析試料採取層準１
縄文時代中期分析試料採取層準１

＼・松河戸火山灰層（ＭＴ）
標高＋１２．５ｍ

１０２０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｘ-１３８１６）木片
１２６０±１００．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８２０木片奈良時代分析試料採取暦準
１６００±１００ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｘ-１３８１９）木片
１９３０±８０．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８１５片古墳時代分析試料１采取層準
２１３０±１００．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８１８弥生時代後期分蚕齢料採取層準
１９１０±９０．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８１２弥生時代中期分析試料採取層準
２１４０±１００．Ｂ．Ｐ．ＧａＫ-１３８１７弥生時代中期分蚕齢料採取層準
５２３０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．（ＧａＫ-１３８１４）腐植質シルト
８３４０±９０ｙ．Ｂ．Ｐ．（（；ａＫ-１３８１３）腐植質シルト
（下線を施した数値は，いずれも昆虫化石を分析した試料の年代値である。）

年代測定は学習院大学放射性炭素年代測定室および名古屋大学年代測定資料研究センターに依
頼して求められた値である。なお，ここでの年代値はすべてＬＩＢＢＹの半減期５５７ｐ年を使用し，１９５０
年より起算したものを用いている。

Ｃ
Ｃ

０ ５ ｍ

２２３８０±８０ｙ．Ｂ．Ｐ．
１３０５０±１１０ｙ．Ｂ．Ｐ．

図２．松河戸遺跡８９Ｄｃ区における浅谷地形と昆虫試料採取位置１青灰色砂層

Ｗ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

“Ｃ年代浚』定値
７３１２０±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ，
６３７７０±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．
５刹００±１００ｙ．Ｂ．Ｐ．
４利７０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．
３４６４０±１３０ｙ．Ｂ．Ｐ．
２５０００±１００ｙ．８．Ｐ，
ｊ５２６０±１００ｙ．Ｂ．Ｐ，

Ｃ-ｌ・４・６：木片
Ｃ-２・３・５・７：泥皮
ＭＴ：松河戸火山沢層

図３．松河戸遺跡群（町田遺跡６２Ｂ区）における浅谷地形と昆虫試科採取位置
-６１-



表５．朝日遺跡における分析試料の放射性炭素年代値

３ ２ ７ ０ ± １ ３ ０ ． Ｂ ． Ｐ ． Ｎ Ｕ Ｔ Ａ - １ ７ ３ ２ 泥 の 縄 文 時 代 中 ・ 後 期 分 析 試 料 採 取 層 準
顎 儒 ± ７ ０ ． Ｂ ． Ｐ ． 間 Ｔ Ａ - １ ７ ２ ９ 泥 の

３７６０±１００．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-１７２８）泥炭層中の植物細片

３７１０±９０．Ｂ．Ｐ．ａＵＴＡ-１７２７）泥炭層中の植物木片

４０９０±２５０．Ｂ．Ｐ．ＮＵＴＡ-１７２６泥の

３９７０±７０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-１４０００）泥炭

４６１０±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-１４００４）材

４６２０±９０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-１３９９７）材

４６７０±８０ｙ．Ｂ．Ｐ．（（ｌａｋ-１４００２）泥炭

４７００±１００ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-１４００５）材

４８１０±１００ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-１４００３）材

４８７０±９０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-１３９９６）材

５６４０±１２０ｙ．Ｂ．Ｐ．（Ｇａｋ-皿皿）材

同
同
同
同

縄文時代中・後期分析試料採取層準下位
同
同
同
同
同
同
同

（下線を施した数値は，いずれも昆虫化石を分析した試料の年代値である。）

表６．池ケ谷遺跡における分析試料の放射性炭素年代値

池ケ谷遺跡（６区） 試料の種類昆虫分析試料の相対年代
Ｄ Ｉ １ １ ５ ０ ± ２ ４ ０ ． Ｂ ． Ｐ 、 Ｎ Ｕ Ｔ Ａ - ２ ４ ９ １ シル ト

ＤＩＩ上。１１１０±１８０．Ｂ．Ｐ．ＩＪＵＴＡ-２４９０シルト

ＤＩＩ層下部１１５０±１７０．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-２４８９）シルト

ＤⅢ層下部１３３０±１５０．Ｂ．Ｐ．（１１ＵＴＡ-２４８０）腐植質シルト条里型水田（平安時代）分析層準

ＦＩ層１８６０±１９０．Ｂ．Ｐ．（ＮＵＴＡ-２４８８）腐植シルト

Ｆ Ｉ Ｉ ロ ２ １ ８ ０ ± １ ５ ０ ． Ｂ ． Ｐ ． Ｎ Ｕ Ｔ Ａ - ２ ３ ６ ５ 弥 生 後 期 ～ 古 墳 時 代 初 頭 水 田 層 準

Ｆ Ｉ Ｉ 下 。 ２ ３ ３ ０ ± １ ４ ０ ． Ｂ ． Ｐ ． Ｎ Ｕ Ｔ Ａ - ２ ３ ６ ４ 弥 生 後 期 ～ 古 墳 時 代 初 頭 水 田 層 準

Ｇ □

ＧＩＩ層２８３０±３３０ｙ．Ｂ．Ｐ．印ＵＴＡ-２４８６）腐植質シルト
ＧⅢ層３８００±２３０ｙ．Ｂ．Ｐ．印ＵＴＡ-２４８５）腐植質シルト

（下線を施した数値は，いずれも昆虫化石を分析した試料の年代値である。）

年代測定ａ
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図４．朝日遺跡（縄文時代）の昆虫分析試料採取地点における地質柱状図
一６２-



本の各部位と顕微鏡下で比較・検討しながら同定した。鞘擢目の分類およｌ：Ｊ゛検索は，主に森本ほか
（１９８４）・平嶋ほか（１９８９）によった。また，食糞性昆虫など個々の昆虫の生態については筆者ら
の観察所見に加え，益本（１９７３）・中根（１９７５ｂ）・安田（１９８７）・春沢（１９８９）等を参考にした。
同定後の標本は，エチルアルコール（５０％）を十分噴霧したのち，土ごと密閉ケースに入れ愛知県
埋蔵文化財センター収蔵庫にて保管している。
また，昆虫化石の抽出と併せ，昆虫分析層準をｌ＝ｐ心に各遺跡の基本土層について珪藻分析を実施
した。

Ⅲ。分析結果
１．富沢遺跡
昆虫化石のリストを表７に示した。昆虫化石はＳ～２７層（旧石器時代）・１１～１２層（縄文時代）
・８層（古墳時代）の３層準より多く発見された。富沢遺跡産の昆虫化石は現時点での集約数で計

４６０点である。
２６層をはさんで２５層および２７層（旧石器時代）より産した昆虫化石は計１９５点（個体数でなく節片

ないし破片数；以下同様）であった。地表性歩行虫のゴミムシ科（１７点）の多産と，ルリバネナガ
ハムシ（２点）などのハムシ科（１２点），キンスジコガネ（２点）・スジコガネ（１点）をはじめ
としたコガネムシ科（６点），スゲヒメソウムシの一種（３０点）など，草本や樹葉（針葉樹）を食
害する食葉性昆虫によって特徴づけられる。ほかに湿地帯に生息するオオミズクサハムシ，シラハ
タミズクサハムシ各１点ずつ，および水生昆虫のクロヒメゲンゴロウ（６点）などを産した。

２．松河戸遺跡群
松河戸遺跡群より産した昆虫化石は計５２３９点，うち種レベルまで同定できた昆虫は８６種１１７６点
（２２．５％）であった。目および科・属レベルまで同定できた昆虫は，１目２点・１６科価轟点・６亜科
６７１点・１２属４２５点（族および亜属を含む）の計１９４９点（３７．２％）であった。なお，現時点では所属
不明および未分類の甲虫目として扱った昆虫は２１１３点（４０．３％）であった。主な昆虫化石の時代別
の出現率を図５に示した。
時代ごとにみると，縄文時代中期１０４５点，縄文時代後～晩期１４点，縄文時代晩期５１０点，弥生時代

中期６７点，弥生時代後期３４１点，古墳時代１６５点，奈良時代５７９点，平安時代１１３点，鎌倉時代５０４点，
江戸時代前期９２１点，江戸時代後期９８０点であった。
昆虫の生息環境および生態による分類では，湿原ないし湿地帯に生息するネクイハムシ類１９４点
（３．７％），ネクイハムシをのぞく水生昆虫２４３点（４．６％），食糞性昆虫８８点（１．７％），食植性昆
虫２１８７点（４１．８％），地表性歩行虫４０３点（７．７％）であった。所属不明および未分類のために生態
が判明していない昆虫片が２１１３点（４０．３％）存在するが，それらの大半は食植性昆虫の微小節片に
あたるものと推定される。
Ａ．縄文時代中期
山間の渓流やｉ鬼れの付近に棲むマメゲンゴロウ属の一種を多産した。ゴミムシ科やコアオハナム

グリ・アオハナムグリおよび森林性のコガネムシ科に加え，カナブン・シロテンハナムグリなどの
樹液に集まる種群も多く発見された。ネクイハムシ亜科のなかには，不明瞭な前側隆起，背面に点
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刻と横しわを伴う前脚背板の特徴から，現在までの同定基準によればカワホネネクイハムシＤ四膠
ｉａｏｚｅｎｓｉｌｓに同定される種が少なくとも４点見いだされた。野尻湖昆虫グループ（１１９８５１）によれば，
本種は群馬県の尾瀬から最初に記載され，中部地方の山地帯と東北地方北部を中心に新潟県中部ま
での日本海側の低地に分布する。南限は長野県軽井沢で本州北部の固有種とされ，昆虫分布では冷
温帯に生息する寒冷型昆虫である。
Ｂ．縄文時代晩期
ゴミムシ科６２点をはじめトックリゴミムシ属・オオゴミムシなどの地表性歩行虫，コメツキムシ

科・スジコガネ亜科・サクラコガネ属・ハムシ科などの食菓性昆虫を多産した。エンマコガネ属・
ダイコクコガネ亜科・コプマルエンマコガネなどの食糞性昆虫や，ヒメゲンゴロウ・セマルガムシ
などの水生昆虫も多数検出された。
Ｃ．弥生時代～江戸時代
弥生時代中期の試料からは食糞性昆虫やゴミムシ科などが発見された。弥生時代後期の試料から
はイネネクイハムシ（１４点），古墳時代の試料からはネクイハムシ亜科の４種（イネネクイハムシ
・キンイロネクイハムシ・ツヤネクイハムシ・ガガブタネクイハムシ）を産した。

奈良時代では，コアオハナムグリやヒラタアオコガネ・ヒメカンショコガネなどの食葉性昆虫が
多く検出された。つづく平安時代の試料ではイネネクイハムシを多産した。鎌倉時代の試料は食葉
性昆虫の多産と，ゴミムシ科・食糞性昆虫の出現によって特徴づけられる。
江戸時代の試料からは，ヒメコガネ・ドウガネブイブイおよびスジコガネ亜科・サクラコガネ属

などのコガネムシ科の食葉群を多産した。
３．朝日遺跡
昆虫化石の同定結果を図６に示した。総点数は現時点での集約数で計９９０８点であった。科以上の
レベル（亜科を含む）まで同定できたもの１９科１１５７点，属レベル（族を含む）まで同定できたもの
１１属１３０点，種まで同定できたもの６６種５６２点であった。
Ａ．縄文時代
小型のゲンゴロウ科・ガムシ科およびミズスマシ科に属する水生昆虫を多産した。ネクイハムシ

類が計３３点発見され，そのなかには少なくとも３点のカワホネネクイハムシ（前述）が含まれる。
随伴するフトネクイハムシ（６点）もまた，昆虫分布のうえでは冷温帯に生息し，寒冷型昆虫の一
種であるとされる。ほかにコガネムシ科をはじめ，森林性の食葉性昆虫を多産した。
Ｂ．弥生時代
弥生時代中期
３種のエンマコガネ属，６種のマグソコガネ属をはじめ計４７点の食糞性昆虫，およびルリエンマ

ムシ・ゴミムシ科・ハネカクシ科など合計３４点の食屍性ないし汚物性昆虫を産した。森林植生に依
存する種群や食葉性の昆虫はほとんど認められなかった。
弥生時代後期
サクラコガネ属（１８点）・マメコガネ（１５点）などの食葉性昆虫，カナブン・クロカナプンなど
の森林性の昆虫群をはじめ９１点の食植性昆虫を産した。ヒメゲンゴロウ属・モンキマメゲンゴロウ
など清流に多い水生昆虫も２０点発見された。
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４。池ケ谷遺跡
昆虫化石の同定結果を図７に示した。総点数は現時点での集約数で計１８１８点であった。科以上の
レベル（亜科を含む）まで同定できたもの１１科３亜科器婁点（１９．５％），族レベル（亜族を含む）ま
で同定できたもの４族１亜族２０点（１．１％），属レベルまで同定できたもの１３属３６点（２．０％），種
まで同定できたもの３３種１３７３点（７５．５％）であった。目のレペルでとどめたものは１目４点（０．２％），
未分類および所属不明の甲虫目等は計３０点（１．７％）であった。
生息環境およひご生態による分類では，湿原性ないし湿地性のネクイハムシ亜科を含む水生昆虫１３

７７点（７５．６％），食糞性昆虫１３点（０．７％），肉食性および雑食性の地表性歩行虫２７３点（９．６％），
食葉性昆虫など陸生の食植性昆虫６５点（６．８％），その他所属不明および未分類のため生態が判明し
ていない昆虫片は２９点（１．７％）であった。
Ａ．水田層

弥生時代後期～古墳時代初頭（ＦＩＩ層水田）
ネクイハムシ亜科１５点を含む水生昆虫７１点（３６．２％）のなかに，幼虫時代イネの根を食害する稲

作害虫として知られるイネネクイハムシ！）（７ｎａｃｉａｐｒｏｖｏｓｔｉが１０点認められた。また，本層からはイ
ネノクロカメムシが計１５点発見された。
平安時代（ＤⅢ層水田）
本層準から発見された３１０点の昆虫化石のうち，ネクイハムシ亜科２０４点を含め水生昆虫は計２１４点
（６９．０％）であった。ネクイハムシ亜科のうち１９８点はイネネクイハムシで占められ，残る６点のう
ち少なくとも５点はイネネクイハムシに同定されるべき昆虫片であるが，同定に有効な節片でない
ために亜科以上の分類を進めることはできなかった。地表性歩行虫の中には，ヤマトトックリゴミ
ムシ（６点）やアオゴミムシ属（２点），ゴモクムシ族ＨＡＩＵ）ＡＬＩＮＩ（２点），トックリゴミムシ属
（１点）など湿地や湿潤地表面を好む種群が多く認められた。
Ｂ．非水田層
古墳時代（ＦＩ層）
ＦＩ層からは，４２９点の昆虫化石が発見された。２１８点のキヌツヤミズクサハムシと，４点のフト

ネクイハムシＤｏｎａｃｉａｌｙｕｋｉ（ｌｎｓｉｓが発見されたことが本層準の特徴である。キヌツヤミズクサハム
シＰ１・１１；ｅｔｓａｒｉｓｓｅｒｉｃｅａは，野尻湖昆虫グルーブ（１９８５）によれば，高層湿原や池沼・ため池・沢
・小規模な湿地・水路など幅広い生息環境に棲み，ヌマハリイやカサスゲなど湿地帯のさまざまな

水生植物を食する。生息場所は亜寒帯から暖帯にかけての広い範囲にみられるが，本州や九州では
山地に片寄り，冷温帯から中間温帯に多く認められる。一方，フトネクイハムシは，野尻湖昆虫グ
ルーブ（１９８５）によれば，開水面の少ない湿地のスゲ群落中にみられ，成虫はシオクグやヌマハリ
イ・フトイなどを食する。成虫の確認記録では青森県など北に儡した分布をもち，冷温帯を特徴づ
けるネクイハムシであるとされる。
平安時代（Ｄｎ層・ＤＩ層・ｃ層）
ＤＩＩ暦からは１５４点の昆虫化石が発見され，水生昆虫９３点（６０．３％）についで地表性歩行虫（３２点
；２１．４％）が多く見いだされた。ネクイハムシにはイネネクイハムシは１点も認められず，キヌツ
ヤミズクサハムシ（６１点）とフトネクイハムシ（９点）のみが検出された。ＤＩ層からは計６４２点の
昆虫化石が発見された。うち水生昆虫はネクイハムシ亜科５９５点を含め計６０８点（９４．７％）であった。

-６８-
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昆虫化石の大部分がキヌツヤミズクサハムシ（５６０点，８７．２％）１種で占められた。
Ｃ層（湿潤重量９．４Ｋｇ）からは計１６点の昆虫化石が発見された。本層準のネクイハムシは下位層準

で優占していたキヌツヤミズクサハムシやイネネクイハムシではなく，ツヤネクイハムシ
Ｄｏｎａｃｉａｎｉｔｉｄｉｏｒのみであった。ツヤネクイハムシは，野尻湖昆虫グループ（１９８５）によれば，丘
陵地や山地の林を伴う小湿地・廃田などにすみ，成虫はカサスゲやアゼスゲなどの花粉を食する。
これまでの採集記録では，その分布は西南日本に偏し中間温帯から暖帯を特徴づけるネクイハムシ
の仲間であるとされる。

Ⅳ。まとめ（古環境）
１．富沢遺跡
旧石器時代の遺物包含層の平面（東西約６０１，南北約３０１）サンプル（６６試料）の珪藻分析によっ

て，旧石器時代における水陸の分布が明らかになった。そして，同じ地層から産した昆虫化石の分
析結果では，キャンプサイト地点より針葉樹を食するキンスジコガネ，キャンプサイトより１０～２０
ｍ南方にはスゲ群落に多いシラハタミズクサハムシやヒメゲンゴロウ亜科などの水生昆虫が発見さ
れ，この当時のキャンプサイトの周りには針葉樹や湿地帯が存在したことが明らかになった。そし
て，珪藻分析によって描かれた古地理図と昆虫化石の産出地点を重ね合わせてみると，個々の昆虫
の生息環境が水陸分布とよく一致し，昆虫化石の死後の移動がきわめて少ないことが改めて証明さ
れた（図８）。
２，松河戸遺跡群
松河戸遺跡群からは縄文時代後・晩期の境界付近に位置するテフラ（松河戸火山灰層；ＭＴ）
（森ほか，１９９０），縄文時代中期頃および縄文時代晩期～弥生時代前期にかけて下刻・埋積された
２時期の埋積浅谷（ｂｕｒｉｅｄｓｈａｌｌｏｗｖ，１１１ｅｙ）（井関，１９８２）の存在が明らかになった（表８）。
昆虫分析では，縄文時代中期の遺物包含層からカナブンやアオハナムグリ・コアオハナムグリな
どの森林性および草原性などの植生依存型昆虫（便宜上「樹上性昆虫」と総称する）が優占して出
現した。この傾向は縄文時代晩期になっても同様で，ドウガネプイプイ・ヒメコガネ・コクワガタ
・カナブンなど樹葉や草本植生に多い樹上性昆虫が多数認められた。その結果，縄文時代の頃，人

々は森林や草本植生に囲まれて生活していたことが推定された。
３．朝日遺跡
松河戸遺跡群同様，２時期の埋積浅谷の存在が確認された。珪藻分析の結果，汽水～海水生珪藻

の多産層準の存在が明らかになり，縄文時代後期の再海進があったことがわかった。
昆虫分析では，縄文時代中・後期の頃の昆虫相は森林や湿地帯に依存したものであった（図１０）

が，弥生時代になると一変し，食糞性昆虫や食屍性昆虫など，人為的な環境を特徴づける「都市型
昆虫」相を呈していたことがわかった。また，食糞性昆虫の大部分が日向を好む種群で占められる
こと，乾燥した砂地に多いハンミョウ，二次的な植生に依存するコガネムシ科の出現によって，弥
生時代後期の朝日遺跡周辺では樹木の伐採が進み，裸地的な空間が広がっていたことが推定される。
その後，弥生時代後期ともなると，食葉性昆虫の多産によってムラが急速に衰え，古墳時代以降，
朝日遺跡周辺が湿地帯に変化したことが昆虫分析によって推定された。
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４。池ケ谷遺跡
水田層を特徴づけるイネネクイハムシ（計２０７点；幼虫時代イネの根を加害），イネノクロカメム

シ（計４１点；成虫が主にイネの茎を吸汁）などの稲作害虫が検出され，ネクイハムシを中心とした
水生昆虫の組成変化や珪藻分析の結果から，静清平野における土地利用と完新世の古環境変遷のあ
らましが明らかになった。

表８．埋積浅谷に関する対比表

埋積浅谷Ｉ 埋積浅谷ＩＩ
浅谷の深さ 約２．０～４．０ｍ 約１．５～２．０ｍ

ＭＴとの関係 浅谷の中部～上部にＭＴ
が堆積

浅谷がＭＴを包含する地層
を切る

堆積物の層相 下位：未分解の泥炭層
上位：分解した腐植質シルト層

（黒泥，ＭＴを挾む）

腐植貫シルト層

主
な

古

生
物

昆虫化石 ネクイ爾諒亜科・；？７・ゲンゴロウ属
（湿原性～湿地性昆虫）

ゴミムシ科・糞虫
（地表性歩行虫など）

珪藻化石 湿地性～池沼性の珪藻
（海生二次化石を含む）

陸生珪藻・流水性珪藻

花粉化石 コナラ亜属ほかの森林的要素 イネ科ほかの草原的要素
ほかにアカガシ亜属など

その他 淡水海綿の骨針および渦鞭
毛藻類のシストを多産

イネ科起源植物珪酸体多産

形
成

時

期

埋積の
時期

縄文時代中期から後期
５０００士１００ｙＢＰ４４７０士１３０ｙＢＰ
５２４０士１００ｙＢＰ５６４０士１３０ｙＢＰ

縄文時代晩期から
弥生時代前期

２３８０士８０ｙＢＰ３０５０士１１０ｙＢＰ
下刻の
時期

縄文時代中期 縄文時代晩期

遺跡および
調査区

町田遺跡皿区，松河戸６２Ａ区
同６２Ｅ区，６３Ｅ区，６３Ｌ区，８９Ｄｃ区

松河戸遺跡８９Ｄｃ区

他遺跡での
検出例

朝日遺跡 伊保遺跡朝日遺跡
阿弥陀寺遺跡
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